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会議録 （要旨） 

【開催概要】 

会 議 名 称 第13回泉大津市子ども・子育て会議 

開 催 日 時 令和元年 8月 29日（木）14：00～16：15 

開 催 場 所 泉大津市役所 ３階 大会議室 

出 席 委 員 

（名簿順表記） 

・久委員（副会長）・川西委員・村田委員・大橋委員 

・萩上委員・田中(浩)委員・伊藤委員・内藤委員・藤本委員 

・田中(桃)委員・能勢山委員・平委員・秦委員・納谷委員 

（計 14名） 

欠 席 委 員 ・長瀬委員（会長） 

 

川口健康福祉部長、丸山教育部長、藤原健康こども政策統括監 

堀田子育て応援課長、里見こども育成課長、柏こども育成課長補佐 

内田教育政策課長、濱辺スポーツ青少年課長、西村指導課長 

寒福祉政策課長、深澤障がい福祉課長 

子育て応援課：谷本、竹村、伊加井、青山 

会 議 次 第 

１．開会 

２．案件 

(1) 子育て支援に関するニーズ調査の報告について 

(2) いずみおおつ子ども未来プラン達成状況の報告について 

(3) その他 

３．閉会 

配 付 資 料 
【資料１】 「子育て支援に関するニーズ調査」報告書 

【資料２】 いずみおおつ子ども未来プラン達成状況調査報告書 

公 開 ／ 非 公 開 公開 

傍 聴 者 １人 

その他の必要な事項 なし 
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【議事要旨】 
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１．開会 

 

・会議成立要件の確認（委員 15名中 14名が出席のため成立） 

 

２．案件 

 

(1) 子育て支援に関するニーズ調査の報告について 

 

●資料１「子育て支援に関するニーズ調査」報告書について説明。 

 

◇認定こども園のニーズがうかがえるが、認定こども園に移行したときに先生

への負担が大きくなるところはどこか。 

●保育所と幼稚園では労働日数と時間が異なるところがあり、特に幼稚園の先

生であった方にはその面で慣れるまでに大変だが、移行後の施設は教育と保

育は一体で提供するので今は大丈夫である。 

 

◇上條認定こども園に入園希望が集中していると聞いている。また、保育士に

とって働きやすい環境について市が考えていることはあるか。 

●認定こども園が 10 か所、幼稚園が４か所、保育所が４か所ある。子育て家

庭の要望により受け入れている。保育士の確保などを含めてニーズに応えて

いきたい。上條認定こども園については、定員を満たす保育士が確保できて

いない状況であるので、引き続き保育士が確保できるように努力したい。 

◇全国的に保育士不足の中、待遇の優遇措置をして保育士を確保しようという

施策が様々な市町村でとられている。保育士の確保のために今後どのように

動くべきか議論できればと思う。 

 

◇公園の今後の整備についてどのように考えているか。 

●現在、市に公園は 76か所（湾岸部を含めて 86か所）ある。都市計画公園は

今後順次整備予定であるが、都市計画公園以外は今後検討していく必要があ

る。いずれにせよ、整備には時間がかかる状況である。 

◇私は都市計画の市議会の委員でもあるし、公園整備の専門でもあるが、泉大

津は密集市街地が多いので広い公園の整備は難しい。都市計画公園以外の広

場的なところ、例えばマンションができると敷地内に広場を整備することが

あるが、すでに建物が建ってしまっている泉大津市では今後整備に時間がか

るのはご理解いただきたい。 

 

◇長期休暇期間のみの学童保育所（仲よし学級）の利用について、ニーズ調査

結果からニーズが高いと思われるが、どのように考えているのか。 
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●仲よし学級の長期期間中のみの利用についてニーズが高いと思われるので

対応を検討していきたいが、現時点では長期休暇期間中のみの利用は考えて

いない。 

◇なかよし学級だけでなく、他のところでも子どもの居場所が作れれば良いと

いう話だったので、そのあたりの知恵も今後の委員会で出し合っていければ

と思う。 

 

(2) いずみおおつ子ども未来プラン達成状況の報告について 

 

●資料２ いずみおおつ子ども未来プラン達成状況調査報告書について説明。 

 

◇病児・病後児保育について、ニーズ調査では利用した人は少ないのに潜在的

ニーズは高いと結果が出ているが、病後児ではなく病児保育の実施はどう考

えているのか。 

●現在、病後児保育は実施しているが、病児保育は実施できていない。ニーズ

については認識しているが、現在の病後児保育施設の利用状況により今後検

討したい。 

◇現在、病後児保育を行っているが、問い合わせは多いが利用自体は少ない状

況である。 

◇病児保育は病院と併設でないと実施は難しいと思う。 

 

◇配慮を要する児童への介助員や障害児担当加配の方の付き方についてお伺

いしたい。 

●配慮を要する児童への加配については専門家による委員会で子どもの状況

をヒアリングして、その子どもの状態や発育発達に応じて決定している。子

どもの命に関わるかどうか、例えば病気などへの対応の優先度が高い。 

 

◇小中学校の正門や裏門の出入りについて、例えば幼稚園の出入り口などはイ

ンターホンがカメラ付きになっており、誰かを職員が映像で確認して出入り

させられるが、小中学校のインターホンはカメラがついていないので改善を

求めたい。また、昨年の台風により被害を受けた学校で、裏門が壊れたまま

長い間開いたままとなっており、誰でも出入りできる状態にあるが、どうな

っているのか。 

●昨年の台風被害は各所で甚大なものがあり、業者も手が回らない状態が長く

続いたことが主な原因で、更には学校のエアコンやプールの改修なども重な

ったこともある。大変ご迷惑をかけている。不審者の侵入対策については今

後も適切な対応を心がけたい。 

◇委員のご質問は、工事は時間がかかるが着工するまでの安全確保、例えば見

守りを増やすなどで強化できるのではということなので、今後そのままの状
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況になっている場合はソフトな手段で対応して頂きたい。 

 

◇男性・女性という性別による固定的な役割分担の解消について、どのように

考えているか。 

●性別によらず父母ともにという意識を持って施策に取り組んでいる。地域支

援センターではパパ講座の受講も徐々に増えており、認定こども園などへの

送迎も父親が行う方が増えてきている。 

 

◇発達障害を持つ子どもについて、子育てへの困りごとを教育機関も家庭も共

有できる環境作りを行っていく必要があると考える。また、最終的には就職

の時などに発達障害が壁とならないような社会を目指すべきと考える。 

 

◇子どもの貧困について、子ども食堂の場やボランティアによる無料での学習

支援などが必要と考える。 

 

◇昨今問題となっている児童虐待への対策についてもっと充実してはどうか。 

 

◇幼児教育・保育の無償化による副食費の取り扱いについて、その補助を市は

行う予定か。 

●国が定めた無償化に関すること以外は市独自で取り組む予定はない。 

 

◇防災や災害時の対応について、乳児の離乳食やミルクなどはどこに備蓄して

いるのか。 

●就学前の施設にはそれぞれ備蓄があるが、基本的にはその施設を利用してい

る方の分であり、量もそれほど多くはない。 

 

(3) その他 

 

●次回会議は、10月下旬に開催予定。 

 

３．閉会 

 

以上 

 

 


